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表紙の絵
ダイバータ模擬装置NAGDIS-II（名古屋大学）にてヘリウムプラズマおよびレーザー照射したタングステン表面の SEM像．（a），（c），（e）
はレーザー照射前（プラズマのみ照射），（b）はYAGレーザー（2 kJm－２），（d），（f）はルビーレーザー（それぞれ 70 kJm－２，580 kJm－２）照
射後の表面の様子．レーザー照射がヘリウム照射損傷の進行（b）や緩和（f）をもたらしている．（Shin KAJITA et al., Plasma and Fusion Re-
search Vol.2, 009 (2007). http://www.jspf.or.jp/PFR/）
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